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[研 究報告要 旨 ]

本研究 は、成熟期 を迎 えた都市 にお いて、成長社会 を前提 に自己完結性 。自

己充足性 を 目指 して計画 され たニ ュー タウンが、スマー ト・ シュ リンク (適 切

な縮減 。縮退 )に どのよ うに対応 で きるか (対 応 して い くべ きか)を 考 えるた

め有 用な情報 を導 出 しよ うと試みた ものである。一般市街地 を対象 とした筆者

ら自身の研究成果 を踏 まえ、計画市街地へ のそ の拡張 を 目指 した。

研 究 の方法 としては、海外 の (か つての)ニ ュータウンや多摩ニ ュー タウ ン

を対 象 に、一般市街地 との比較 も交 えなが ら、計画 的市街地 に対す る観察 とヒ

ア リングによ り、計画 当時 とは異な った状況下で、 いかな る動き (ま たはそ の

萌芽 )が み られ るか を考察 した。対象 としたのは、海外では米国ニ ュー ヨー ク

郊外 や ピッツバー グ近郊 の計画住宅地 、英 国のニ ュー タウ ンや都市近郊 の再 開

発地 域等 で ある。

そ の結果 、我 々が以前か ら仮説 としていた命題 、「活気 ある地 区の コミュニテ

ィには、一種 のコモ ンズ を通 した安定 的で継続性 のある活 動が存在す る こと」

は、ニ ュー タウンを中心 とした本研 究 で も支持 され る ことが明 らか とな った。

実 際 、 コミュニテ ィの共有財産で ある と言え るコモ ンズ とそれ を管 理す る主体

が存 在 し、そ の仕組み と精神が受 け継 がれて いる ことをい くつかの事例で確 か

め る ことがで きた。

また、ニ ュータウンに関 して、かつて、 日本 のニ ュー タウンと海 外 (特 にそ

の生 みの親で あるイギ リス)の ニ ュー タウ ンにつ いて、 自己完結性 。自己充足

性 で指摘 されて いた違 いは、 もはや 、 あては ま らな いで あろうことが推測 され

た。

一般市街地 と同様 に、郊外 にお いて も多様性 を生むポテ ンシャル が、時 を経

るにつれ て育 ってきて いると言 えるのではな いか。そ うい う意味で は、計画 に

お け る 「時 間」 の重要性 につ いて再認識す る必要 こそ が、本研究 か ら示 唆 され

る ことと言 える。


